
●研究推進事業：相模原の研究～本市教育における課題を踏まえた研究実践について～ 

１ 研究主題について 

 相模丘中学校では、「指導と評価の一体化」を図るた

めに、教師が授業の中で自らの指導や生徒の学びを振

り返り、学習や指導の改善に生かすことをねらいとし

て、校内研究を進めています。特に、過去３年間の研

究では、授業を通して資質・能力が育成され、目標を

達成している具体的な姿（めざす姿）を「アウトプッ

トさせたい姿」、それを生徒が実現することを「アウト

プット力」として授業実践に取り組みました。 

 

２ 研究内容 

 令和７年度は、さらに学習意欲を高めることに重点

を置き、「生徒の学習意欲を高め、アウトプットカの向

上を導く授業づくり〜指導と評価の一体化をめざし、

単元を見通した授業実践の取組〜」としてさらに研究

を進めています。本研究では、次の４点を重点として

授業を実践しました。 

相模丘中学校 研究の重点 

① 授業者が単元・授業の目標に対し「めざす姿(アウ

トプットさせたい姿)」をイメージできている。 

② 生徒が自ら学びに向かうために、生徒の学習意欲

を高める方策がある。 

③ 単元計画・授業において「めざす姿(アウトプット

させたい姿)」の達成に向けた十分な学習活動があ

る。 

④ 生徒が他者との協働を通じて自らの考えを振り返

る場面がある。  

また、学習意欲を高めるための手立てとして講師を

招聘し、「ARCSモデル」について学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

［図１：キャリアの垣根なく自由に授業について語り合える］ 

学習意欲を高める「ARCSモデル」の活用 

「ARCSモデル」とは、 

A注意 (Attention)新奇性や不思議さで興味を引き 

変化のある授業で関心を維持する。 

R関連性 (Relevance)学習内容が生活や他教科、既習

事項とどう繋がるかを示し、やりがいを感じさせる。 

C自信 (Confidence)ゴールを明確にし、成功体験を 

積ませることで「やればできる」という期待感を抱 

かせる。 

S満足感 (Satisfaction)称賛や公平な評価、学んだこ 

との活用機会を提供し、「やってよかった」と思わせ

る。 

と示されています。生徒の実態や単元・題材全体の見

通しをもち、意図的・計画的に「ARCSモデル」を実

践していくことで、生徒の学習意欲の向上につなげる

ための授業づくりを行いました。 

 

３ 研究のこれから 

 本年度は、この「ARCSモデル」を意図的に取り入

れながら、単元・題材のアウトプットさせたい姿を教

師がイメージして授業を実践しています。次年度はさ

らにそれを資質・能力の育成につなげていきます。 

 

４ 支援教育の視点 

相模丘中学校の校内研究の特色として、生徒ととも

に公開授業を振り返る、「授業検討会」が挙げられます。

生徒とともに授業を作りあげるという風土は、生徒の

目線に立って、すべての生徒が理解しやすい授業づく

りにつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

［図２：生徒とともに授業を振り返る「授業検討会」］ 
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